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にじの会利用者・ご家族の皆様 

にじの会関係者の皆様 

                            にじの会理事長 石崎優仁 

 

      ３回目の新型コロナウィルス施設内感染収束の報告 

 

 第７波の感染の低減が進む中で、にじの会では３回目の施設内感染が発生致しましたが、

感染拡大防止の措置をとり感染は当初の感染発生部署に留めることができ、９月１９日に

全部署の隔離を解除し通常の活動に復帰しております。 

 

１． 施設内感染状況 

① 感染者は、利用者２３名・職員９名 計３２名です。 

② 感染発生部署は大沢にじの里２F 生活フロア、ホームにじの空、ホームにじの森の

３生活部署と、にじアート、大沢にじの里、未来工房にじの３つの日中活動部署で

す。 

③ 感染経緯 

・８月３１日に「ホームにじの空」利用者が発熱し抗原検査で陽性が確認されました。 

 陽性者の通所先「にじアート」の利用者４名と職員３名に感染し、同一送迎車利用の

利用者１名とその利用者の生活部署「ホームにじの森」の利用者９名と職員４名に感

染が拡がり、感染した「にじアート」利用者の生活部署「大沢にじの里２F」利用者

１名と職員２名にも拡がりました。また、「ホームにじの森」利用者の通所先「未来

工房にじ」及び「大沢にじの里日中」の通所利用者４名にも陽性者が出ました。 

・今回の感染での陽性者は、利用者では「ホームにじの空」２名、「ホームにじの森」

１０名、「大沢にじの里２F」５名、「未来工房にじ通所」５名、「大沢にじの里通所」

１名 で合計２３名です。職員では「にじアート」３名、「ホームにじの森」４名、

「大沢にじの里２F」２名で合計９名となっています。 

・今回の陽性者は、感染後１～３日間は PCR 検査陰性で、その後に陽性になるケース

が多く早期発見が難しく、症状は３８度前後の発熱とのどの痛みがあるケースが多

く出ていますが、無症状が続いているケースもあります。 

 

２． 感染拡大防止対策と事業再開の状況 

① 各事業所の拡大防止策と事業再開状況 

・大沢にじの里各生活フロアは各々隔離して生活支援し、利用者は個室隔離を実施しま

したが、１F・３F は利用者・職員全員の陰性確認ができたので７日から通常活動を

再開しています。短期入所も１２日から再開しました。２F は１８日まで隔離を継続



し、１９日に全員の隔離解除となりました。 

・大沢にじの里・にじアート・未来工房にじの日中活動は、９月１２日に PCR 検査を

実施し利用者・職員の陰性確認をして１３日から再開しています。 

・にじの会の３ホームは、各ホームを隔離し生活支援し、利用者は個室隔離を実施しま

したが、「ホームにじ」は利用者・職員全員の陰性確認ができたので７日から通常活

動を再開しています。「ホームにじの空」は１５日に全員の隔離解除となり、「ホーム

にじの森」は１８日に全員の隔離解除ができています。 

②事業を継続した事業所の状況 

・にじアート放課後等デイサービスは、事業を継続していますが陽性者は発生していま

せん。 

・ワークショップハーモニーも、事業を継続していますが、陽性者は発生しておりませ

ん。 

 

３．今回の施設内感染の発生要因と拡大防止成功の要因 

① 今回の施設内感染は「ホームにじの空」利用者から発生しましたが、具体的な感染

原因は把握できていません。 

② 今回の施設内感染は週中に発症したので、日中活動と送迎により他部署と通所利用

者にも急速に拡散してしまいましたが、１週間の日中活動休止で、それ以上の感染

拡大は防止できました。 

② 隔離場所支援の職員の感染防止は、大沢にじの里職員２名と「ホームにじの森」職

員４名の陽性者が発生してしまいました。陽性者支援体制の改善が必要になってお

ります。 

 

以上のような施設内感染の経過です。今回の第７波は下火になりつつありますが、今後、

感染予防策と BCP 対応力を一層強化する事が必要になっています。  


